
　൧ా市教育委員会（Ҏ下、市教委）
は202�年度、「ୈ̎࣍൧ా市教育振
ఆし、学校教育にࡦը」をܭຊجڵ
͓ける「̔ͭͷΞΫγϣϯϓϩάϥ
Ϝ」の̍つめに「学力保ো・学力の
向上」をܝげた。熊
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教育長
は࣍のようにઆ໌する。
　「ຊ市は、子どもが自分のئいや
いをൃして学びをつくる『Ϝτεͷ
学ͼ』ˎ̍をશ市で推進しています。言
Θば探究的な学びですが、そのムト
スの学びと両輪を成す教Պ学力の向
上が重要だと考え、授業改善に取り
組んでいます」
　同市は、จ෦Պ学ল「શࠃ学力・
学習状況調査」Ҏ֎に、業者による
学力調査を長らく実ࢪしていた。小学
̒年生と中学̏年生Ҏ֎の学年でも、
教員の授業改善や子どもの学習改善
につなげるためだ。ただ、ର学年や
実ظ࣌ࢪ・ճは各学校に任せてい
たため、ྫえば、同͡学校でも実ࢪ
する学年と実ࢪしない学年が͋った
り、実ࢪする学力調査のछྨがҟなっ

たりしていた。学力を把握するई度
が一༷でないため、各校でฒみが
そΖΘない、経年มԽをえないな
ど、調査結果を౿まえた授業改善を
組৫的に行いにくい状況だった。
　そこで市教委は、学力調査の実ࢪ
ଶを見し、202�年度からຖ年̐ܗ
݄、小学̎ʙ̑年生（ࠃ語・ࢉ）、
中学̍・̎年生（ࠃ語・学・ӳ語）
をରにࣩօで「૯合学力調査」ˎ̎を
実ࢪすることにした。
　「一人ひとりの子どものม༰をఆظ
的に把握し、教員は授業改善に、子
どもは学習改善に生かすことこそが、
学力調査の目的です。『શࠃ学力・学
習状況調査』とซせて૯合学力調査
を実ࢪし、経年で小学̎年生ʙ中学
̏年生の個ʑの学習状況を見えるԽ
するようにしました」（熊谷教育長）

શ教員が調査結果をجに授業改
善に取り組めるよう、市教委はશ校
の研究主任がࢀ加するڀݚओձで
༷ʑなをしている。同会はຖ年

̒、̔ 、̎ ݄にΦϯϥイϯまたはࢀ集
で実ࢪする。学校教育課の木下ߞ一
教育指導ઐ主査はこうઆ໌する。
　「自分の教員࣌の経験を考えると、
先生方はฏۉਖ਼などに目が行きが
ちで、調査結果を۩ମ的な授業改善に
མとしࠐめていないのではないかとい
う課題ҙࣝが͋りました。調査結果を
どう見取れば授業改善に生かせるのか
を研究主任がཧղし、それを校研म
で実践できるようにしようと、研究主
任会の༰を組みཱてました」
　݄̔に実ࢪした研究主任会では、「Ͱ
きΔΑうʹͳりたいʠこͷ̍ʡ」か
ら۩ମ的な授業改善やࢧԉを考える
ϫーΫγϣッϓを行った。同会では

ˎ１「Ϝトス」は、「〜しようとする」という意ຯがある。൧ాࢢはߦಈの意ཉや意ࢥを表す言葉として༻して͓り、Ҭ׆ಈでは「Ϝトスの৺」を合言葉にしている。学校教ҭでも、
子どもが「〜しようとする」こと、つまり子どもが主語となる授業の実ફを目ࢦして「Ϝトスの学び」をΩーϫードとした。　ˎ２ ϕωοセがఏڙするアセスϝϯトの１つで、「教
Պ学力」と「学श意識」をซせてѲできる調査。
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σʔλの分析ख法を実践తʹ学ぶػ会をઃ 、͚
֤学校の研究主任ʹΑるतۀվળをޙԡし
ݝ飯田市教ҭҕ員会
൧ాڭࢢҭҕһձはɺ֤ վળΛਐΊΒΕΔΑ͏ۀ৫తʹत͕ߍֶ ɺ����͔Βɺશཱࢢখ・தֶߍͰ౷Ұֶͨ͠
ྗௐࠪΛಋೖɻֶ֤ߍͷڀݚओ͕ࢀՃ͢ΔڀݚओձͰはɺௐࠪ݁ՌͷํݟΛֶͼɺࣗߍͷ՝Λݟいͩ͢ϫʔΫ
γϣοϓΛ࣮ͯ͠ࢪ いΔɻௐࠪ݁ՌͷԿʹ͢ΕばΑい͔Λつ͔ΜͩڀݚओはɺૣɺࣗߍͷߍݚमͰͦͷख๏
Λ࣮ફɻڭһͦΕͧΕ͕୲Ϋϥεͷௐࠪ݁ՌΛੳͯ͠ ՝Λݟいͩ͠ɺतۀվળʹऔΓΉಈ͖ʹつͳ͕ͬͯ いΔɻ

「ҭ力による ະདྷをͻらく ৺๛かな人づくり」を教ҭϏδϣ
ϯにܝげ、খ中࿈ܞ・Ұ؏教ҭやΩϟϦア教ҭ、コϛϡχςΟ・
スクーϧを学校教ҭの基൫としてਪਐ。౷的にެຽؗ׆ಈが
んで、学校教ҭとࣾ会教ҭとの࿈ܞ・༥合をਤっている。

ਓޱ ̕ສ����人　　໘ੵ 6���66ὕ
数ߍ学ཱࢢ খ学校19校、中学校̕校
児童ੜె数 খ学校 ����人、中学校 26��人
教員数 �2�人

自࣏ମ
概要

教ҭ

୩ઍՃ۽
ま͕͘い・͘ʹ ͔ͪ

野ཱެݝ中学校教員、校
をܦて、2�22年から
。৬ݱ

学校教ҭ՝教ҭࢧԉ
教ҭ指ಋઐ主査

ԼߞҰ
͖ͷͨ͠・͜͏ いͪ

野ཱެݝখ・中学校教員
をܦて、2�22年からݱ৬。

֤学校の৫తͳतۀվળʹ
て、学ྗ調査を౷Ұ͚

事例 �

研究主任会で、तۀվળを
೦಄ʹ結果分析のख法をఏࣔ
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まͣ、݄̔に返٫された「શࠃ学力・
学習状況調査」で、Սۭの結果を用
いたਤを࡞成しఏࣔした（ਤ̍）。ฏ
̖、ਖ਼を見るとۉ 中学校のは
શࠃのより̐ϙイϯト低かったが、
ਖ਼の分άϥϑを見ると、中ԝ
はશࠃが「̔」、̖中学校が「̓」
だった。つまり、͋ と̍ਖ਼すれば、
શࠃのにۙづけることが分かる。
「『ฏۉਖ਼が˓ϙイϯト下ճっ
た』と言Θれても実ײしにくいです
が、『͋と̍』と言Θれれば目標が
໌֬になります。そうࣔすことで、
先生方が何を改善すればよいかを考
えやすくしました」（木下主査）
「͋と̍」を見つける方法として、
ਖ਼のଟいॱに児童生徒をฒた
ᴷ̨̥දˎ̏の見方をઆ໌。ྫえば、ઃ
͝とのਖ਼から、子どもができ
たઃとできなかったઃを֬ೝす
る方法や、ਖ਼がଟいઃでޡ
した子どもはέアϨスϛスや෮࿅
習のෆなどがݪҼで間ҧえたՄ
ੑがߴいことなどを伝えた。
　 ᴷ̨̥දの見方を学んだ上で、各学
校の研究主任は、小学校は̑年生の
語のࠃ語、中学校は̎年生のࠃ ᴷ̨̥
දと題子を見て、自校の児童生
徒ができるようにしたい̍をબび、
それがղけるようにするための授業
改善・ࢧԉを考えて、Ϋϥυ上の
γートに入力した（ਤ̎）。
「重要なのは、બんだ̍を今まで
どう教えていたのかを振り返ること
です。ྫ えばࣈの�を課題ࢹして、
そのݪҼがΫϥスશ員で同͡υリル
に一੪に取り組んだ結果だと૯ׅし
たら、࣍はݸผ࠷దͳ学ͼを取り入
れるということにもつながるでしΐ
う」（木下主査）

　入力γートは、Ϋϥυ上で共同

編集ができるツールを活用。同͡ツー
ルを、研究主任会の振り返りγート
や、各学校が調査結果をجに自校の
課題を見いだし授業改善の取り組み
を考えて入力する「取りみγʔτ」
などにも活用し、̍つのϑΝイルを
市શ校の研究主任が見られるよう
にした。そうすることで、ほかの研
究主任の分ੳをࢀরしたり、他校の
取り組みをࢀ考にしたりと、ޓいに
学び合うが自વにでき͋がった。
　「研究主任同士の学校をえたԣの

つながりができ、研究主任会Ҏ֎の
でもใަをしたり、みを૬
談したりするようになってきていま
す」（木下主査）
　研究主任ରのチャットも202�年
度に։ઃした。ॳは、ࢿྉの共有
やい合Θせのճなど、市教委
からのใൃ৴が中৺だったが、࣍
ୈに研究主任からൃ৴する実践ใࠂ
が૿えていった。「校研मで調査結
果をこのように分ੳした」「分ੳをج
にこうして授業改善を進めている」
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ˎ３ 学校や学級୯Ґでɼॎとԣがそれͧれࣇಐ生ె（4ɿ4UVEFOU）と設問（1ɿ1SPCMFN）の正答数の多いॱにฒସえた表の中に、ＳۂઢとＰۂઢを書きೖれたもの。それを׆
༻することで、ฏۉ正答率だけではѲできない、学校や学級全体の՝題のや、個ʑのࣇಐ生ెが理解していないՄੑが高い設問を見つけだすことができる。文部Պ学লの
ウェブサイト（IUUQT���XXX�NFYU�HP�KQ�DPNQPOFOU�B@NFOV�FEVDBUJPO�NJDSP@EFUBJM�@@JDT'JMFT�BpFMEpMF�2�1���9�2��1��9621@1�QEG）で詳しく説明されている。

֤学校の研究主任が選んだ“この１問”は、׳༻۟の設問や段落ߏを考える設問など༷ʑڍがり、選ん
だࢹもҟなっていた。それをクϥウド上でҰཡԽして研究主任ؒで共有することで、自分にないࢹを学
び、多༷な分析と授業改善につなげることを目ࢦす。˞൧ాࢢ教ҭҕ員会のఏࢿڙྉをൈਮしてࡌܝ。

ʮ̇શࠃ学 ɾྗ学शঢ়گௐࠪʯ݁Ռ֓ཁ　数学
ੜె数 ฏۉਖ਼数 ฏۉਖ਼（ˋ） தԝ ඪ४ภࠩ

̖த学ߍ 101 7.2/15 49 7 3.9

（ཱެ）ݝ̗ 20,000 7.5/15 51 7 3.9

શࠃ（ެཱ） 900,000 7.6/15 53 8 4.0

˙ਖ਼数άϥϑ（ԣ࣠ɿ正答数　ॎ࣠ɿׂ合）

学ߍ
൪߸

研究主任会で、調査結果を分析するख๏を説明するために༻いた正答数の分άϥϑ。このάϥϑをっ
て、全ࠃのฏۉ正答率を上ճった、下ճったというࢹのみで結果をଊえるのではなく、全ࠃとのࠩは具体
的にどうすれຒめられるのかを考える方๏をࣔした。 ˞൧ాࢢ教ҭҕ員会のఏࢿڙྉを基にฤू部で࡞。

̖中学校
ݝ̗
全ࠃ

̌問 １問 ２問 ３問 ̐問 ５問 ̒問 ̓問 ８問 ̕問 1�問 11問 12問 1�問 1�問 1�問

1�
（ˋ）

５

̌

ͰきΔΑうʹͳりたい
ʠこͷ̍ ʡ ͦͷ̍ をબΜͩཧ༝ ͦͷ̍ をͰきΔΑうʹ͢Δ

たΊʹߦいたいࢦಋɾࢧԉ

ˎ結果はՍۭのもの。

研究主任会でࣔしͨ 学ྗ調査のਖ਼の分άϥϑਤ１

「で る͖Α͏ ʹͳりͨ ͍lこの１問z」の研究主任会のೖྗγʔτ（ൈਮ）ਤ̎

͋と̍ ʂ

͋と̍ ʂ

͋と̍ ʂ

Ϋϥυ্ で֤学校の実践を
共有し、研究主任͕学び߹͏
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など、各学校の実践の過程がリアル
タイムで共有されている。
　「研究主任会で行っている、個人の
考えや実践を他者と共有して学び合
い、個人の実践に生かす方法は、子
ども同士の学びにも生かせます。共
同編集ができるツールやチャットを
活用した学びの手法そのものも授業
づくりに生かしていけるよう、先生
方に呼びかけています」（木下主査）

　研究主任会では、児童生徒の個人
票を子どもに渡す際、子どもが個人

票を見て振り返りを記入したり、教
員が子どもと面談したりすることを
求めた。加えて、保護者にも結果だ
けでなく子どもの振り返りを見ても
らうよう周知してほしいと伝えた。
「子どもにとっても、結果を見て、
自分で気づいたことや今後取り組み
たいことを、その子なりの言葉でよい
ので、書いたり語ったりして、学習改
善につなげることは重要です。よさも
課題も含めてきちんと自分の結果と
向き合い、目標に向けて何をすれば
よいのかを考える経験を、低学年か
ら積み重ねていくことで、学習指導
要領で育成することが求められてい
る『自分の学習状況を把握し、目標

に向けて自己調整し、粘り強く取り
組む力』が育まれていくと考えてい
ます」（木下主査）
　現在市教委では、中学校区単位で
小中一貫教育を推進する学園構想を
2025年度の導入に向けて検討してい
る。子ども一人ひとりの学力を小・
中９年間で継続して把握することは、
小中一貫教育の一歩と捉えていると、
熊谷教育長は語る。
　「学力調査で子どもの学力を把握し
て授業改善・学習改善に結びつけて
いく学力向上と、ムトスの学びによ
る探究的な学びを両輪として、これ
からも地域の未来を切り拓

ひら

く子ども
たちを育てていきたいと思います」

どの教員も自分事として結果を分析
　８月の研究主任会で、「できるように

なりたい“この１問”」に「文章の後半

部分が始まる段落を選ぶ問題」を選ん

だ研究主任の壬
み ぶ

生光江先生。その理由

を「他学年も説明文に関する設問の正

答率が高くなく、説明文の読み方は１

年生から積み上げていく分野であるた

め、全学年で授業改善を検討できると

考えました」と語る。

　分析結果を授業改善に生かせるとい

う実感を持った壬生先生は、８月下旬、

研究主任会を踏まえた校内研修を実施。

正解数の中央値に着目すると「あと１

問」が重要であることと、具体的な１

問を見いだすＳ─Ｐ表の見方を説明。低・

中・高学年ごとに担任が組み、「できる

ようになりたい“この１問”」を選び、

授業改善について話し合った。

　「２学期の授業づくりでは、１問を選

ぶ際に考えたことを意識しようと、校

内で共有しました。学力調査の実施学

年が２〜５年生となったため、どの教

員も当事者意識を持って結果を分析し、

同じ学力調査を基にするので話し合い

がしやすくなりました」（壬生先生）

　個人票の返却時の子どもとの面談も、

担任に呼びかけて全校で実施。３学年

担任の壬生先生は、子どもに事前に振

り返りを書いてもらい（写真）、それを
見ながら１人５分程ずつ面談をした。

　「物語文を頑張りたいと書いていた子

どもには、『２学期にも物語文が出てく

るから意識して勉強するといいね』な

どと話しました。３年生でも多くの子

どもが、自分なりの言葉で結果を振り

返っていました」（壬生先生）　

子どもも調査結果を振り返り、
自己調整する学びを目指す

実践事例
研究主任会で学んだ分析方法を共有し、
“この１問”を選ぶ校内研修を実施
飯田市立浜

はま

井
い ば

場小学校

取り組みの詳細をウェブ
サイトで紹介しています。
右記の２次元コードから
アクセスしてください。

研究主任

壬生光江
みぶ・みつえ

３学年担任。

■学校概要
児童数 96人　学級数 ８学級　
教員数 21人

写真　写真は、３年生の個人票の振り返りの
欄。子どもは正答率が低かった分野に丸をつ
けて気づいたことを書き、保護者はそれを読
み、励ましの言葉を添えた。

３年生の個人票

気（き）づいたこと
やこれから取（と）
りくみたいことを
書（か）きましょう
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